
71

Key words: 唐詩，唐詩学習，Webに基づく学習，
個々人に応じた学習支援，Web技術，ファジィ制
御

序章　本研究の目的

　インターネットの普及とマルチメディア技術の
進歩が急速に進んだことに伴い，コンピュータ・
ネットワークを利用し学習を促すことができると
いう考え方はすでに多くの人々の共通認識になっ
ている．現在では，どのように教育理論の成果を
有効に応用し，ネット資源とコンピュータ技術を
活用し，個々人に応じた知能化教育・学習の目的
を達成するのか，ということがWebに基づく学習
に関する研究の重点課題となっている．従って，
本研究の目的は，Webに基づく学習の教育理論と
唐詩教育理論について研究すること，唐詩学習状
況を考察すること，またWeb技術と唐詩教育を適
切に統合すること，さらにシステムの知能性を改
善し，個々人に応じた教育・学習を提示すること
である．

第1章　コンピュータと言語教育

　第1章では，コンピュータ科学と言語教育に関
する理論と技術を検討し，コンピュータ技術を教
育領域への応用，即ちコンピュータによる言語教
育の発展状況と特徴を重点的に論じた．まず，コ
ンピュータ科学の発展状況について概説した．次
に，言語学，言語学習理論と教授法の3つの視点
から言語教育の発展と実態について概説し，コ
ミュニケーション能力と四技能の発展を重視する
ことが現在の言語教育の重点方向であることを指
摘した．さらに，コンピュータ技術と言語教育の
結合の現状，特にCALLとWebに基づく学習の発
展状況と特徴を考察した．これらを通じて，Web

による学習が現代教育技術において主流の発展方
向となり，これからの教育現場で最も活発な教育
方式となることを示した．

第2章　唐詩概説

　第2章では，唐詩に関する基礎知識を紹介する
とともに，唐詩に関する研究状況を分析した．唐
詩の発展について，初唐・盛唐・中唐・晩唐の四
つの時期に沿って各時期の詩歌の特色と代表する
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詩人を紹介した．唐詩の形式について，韻律が一
定の型に従うかどうかによって近体詩と古体詩の
二つに分けられる．その中で特に絶句と律詩から
構成された近体詩は唐代になって発展してきた定
型詩であり，その形式的特徴として，押韻，リズム，
平仄の三つが挙げられる．また，唐詩の音韻につ
いての考察を展開し，二つの理論的研究を行った．
一つは五言律詩の句式に関する研究である．五言
律詩の句式について統計し分析した結果，8つの
句式がよく使われることが明らかになり，その理
由も考察した．もう一つは五言のリズムに関する
研究である．唐詩では韻律のリズムと意味のリズ
ムの二つに分けられ，現代中国語で五言を読む時
の音声データによって，韻律のリズムにほぼ一致
することが分かった．これらの考察は，唐詩教育
についての具体的な教育内容を提供した．

第3章　唐詩教育

　第3章では，外国人学習者を対象として唐詩を
教室で教育することを考察した．教育目標と対象
によって唐詩教育の概念は「唐詩を教育するこ
と」，「唐詩で教育すること」，「唐詩のために教育
すること」の三つに分けられる．また，唐詩は言
語を媒介とした文学形式であることを踏まえ，文
学教育と言語教育の二つの視点から唐詩教育の性
質を検討した．文学教育としての唐詩教育は「唐
詩を教育すること」であり，中国文学を専攻とし
ている学習者を唐詩について理解し鑑賞できるよ
うにすることである．それに対して，言語教育と
しての唐詩教育は「唐詩で教育すること」であり，
中上級レベルの中国語学習者を中国語の発音や文
化について学習し運用できるようにする必要があ
ることを示した．さらに，唐詩教育は文学能力と
言語能力の向上に役立つことを指摘した．文学教
育からみれば，唐詩教育では純粋な文学的興味を
育成すること，鑑賞・審美能力を高めること，そ
して想像力と創造力を育成することの3つの利点
が挙げられる．言語教育からみると，唐詩教育で
は中国語の音声的な特徴を認識すること，中国語
の言語事項に対する記憶が強化されること，そし
て中国語学習の興味を高めることの3つの利点が

挙げられる．これは教育の中で唐詩の地位，ある
いはなぜ唐詩教育をカリキュラムに組み入れるか
を考える上で重要な理論的意味を持つ．

第4章　日本人の唐詩学習状況に関す
る研究と考察

　第4章では，日本における唐詩教育現状と日本
人学習者の唐詩学習状況について考察した．まず，
日本における唐詩教育の二つの教育対象―古典・
漢文学習者と中国語学習者に触れ，唐詩学習の重
要性について述べた．学習指導要領，『国語総合』
教科書，試験問題3つの角度から国語教育の中で
唐詩に対する教育目標と実態を考察した．一方，
中国語教育の目標と難点について述べ，中国語教
育で唐詩を取り入れる利点を論じた．次に，日本
人学習者と中国人留学生との唐詩学習状況に対し
て調査を行い，唐詩学習の経験・手段・需要と効
果などの項目を考察した．その結果，唐詩は不可
欠で重要な教育内容として，日本人学習者も興味
を持っているものの，学習意欲はあまり高くなく，
また，学習効果も大きくないという現状について
指摘した．これらの考察と分析は日本人学習者の
唐詩学習現状および問題点を認識する重要な材料
となる．

第5章　Webに基づく唐詩学習の必要
性と現状

　学習者の唐詩に対する興味・関心を引き出すた
め，Webに基づく唐詩学習という改善方法を提起
した．第5章では，唐詩をWebで行う理由と既存
のWeb上の唐詩学習ホームページの現状について
考察した．まず，唐詩に対する学習興味と意欲を
引き出し，現代社会で必要な高度の能力をもった
人材を育成するために，唐詩学習をWebで行う必
要性を述べた．次に，唐詩が持つ特徴，読む能力
の強化，インターネットとマルチメディアの普及，
という3つの面からWebに基づく唐詩学習を実践
する可能性を提起した．その結果，Webに基づく
唐詩学習が学習者の学習興味と意欲を喚起するた
めの有効な教育形式の一つであることを明らかに
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した．さらに，中国国内と中国以外におけるWeb

上の唐詩学習ホームページについて考察した．こ
れらのホームページは数が多く，主に検索機能と
鑑賞機能の二つの機能を持つが，学習情報が双方
向的に伝わらない，全体的な唐詩観をもっていな
い，また日本人学習者の需要を満たされない，と
いった三つの欠点があると考えられる．

第6章　Webに基づく唐詩学習システ
ム「e-Tang」の構想と設計

　第6章では，Webに基づく学習の発展を振り返っ
て，そこに存在する問題点を指摘した．これらの
問題点を解決するために，学習者とWeb教材，学
習者と教師・他の学習者，学習者と学習システム
のコミュニケーションと相互作用を可能にする唐
詩学習システム「e-Tang」の構想を提案した．また，
日本人学習者の特徴を考える上で，このシステム
の教育対象は唐詩に対して興味を持つ学習者，中
国語の発音を改善したいと思っている学習者，そ
して中国語をさらに学んで，中国古典文化をより
良く理解したい中上級の中国語学習者の三つに設
定した．

第7章　Webに基づく唐詩学習システ
ム「e-Tang」の実現と評価

　第7章では，システムの実現，利用，評価と特
徴の4つの面から開発したWebに基づく唐詩学習
システム「e-Tang」を紹介した．（1）「e-Tang」の
実現について，Web技術と唐詩教育内容を統合す
るという考え方に基づき，情報管理，教育内容，
練習・試験，対話型の4つのモジュールを開発した．
さらに，得点フィードバックAgentと課程アレン
ジAgentを含む個々人に応じた学習支援の設置を
導入し，個々の学習者に対応した教育内容と学習
環境を提供した．また，ポップ-アップ，タブナ
ビゲーション，ブックマークの3つのWeb技術を
採用することによって，より簡潔で操作しやすい
唐詩学習画面が実現した．このようにして，唐詩
教育内容が豊富で，意味伝達が容易で，学習画面
が簡潔であり，しかも個々の学習者に応じて指導

ができる動的な唐詩学習システムを実現した．こ
れは学習者に優れた唐詩学習の環境を与え，学習
者とWeb教材，教師，ほかの学習者，学習システ
ムの間のコミュニケーションと相互作用を可能に
するプラットフォームを提供した．（2）「e-Tang」
の利用について，教師は事前に唐詩学習の教育内
容を準備しWebページを製作し，事後に学習デー
タを収集し分析する．一方，学習者はこのWeb

ページにアクセスし，プレテスト，個人による
閲覧とグループによるコミュニケーション，練
習，ポストテストという順序で唐詩学習を行う．
（3）「e-Tang」の評価について，オンラインで5段
階評価13問と自由記述1問を含むアンケート調査
を行い，その結果，多数の被験者は本システムを
利用して，唐詩についてより自律的，効果的な学
習ができると答えた．つまり，学習者の直観レベ
ルでは，「e-Tang」が唐詩学習に役立つシステム
として認められたといえる．（4）「e-Tang」の特
徴について，豊かな教育内容を提供し，有効な対
話型ツールを提供し，個々人に応じた学習支援を
実現し，更に簡潔かつ便利な学習画面を提供する
という，4つの特徴をまとめた．中心をなすのは，
Web技術を唐詩学習内容へと有効に統合し，個々
の学習者に適当な難易度の教育内容をアレンジす
ることである．これは本システムとほかのWeb上
の唐詩学習ホームページとの最大の相違点といえ
る．

第8章　ファジィ制御を応用する課程
アレンジAgentとその改善

　このWebに基づく唐詩学習システム「e-Tang」
と他の唐詩学習との最大の相違点は，ファジィ制
御を応用することによって，個々の学習者に対応
した学習内容をアレンジすることである．第8章
では，ファジィ制御を応用する理由を述べるとと
もに，ファジィ制御を用いた課程アレンジAgent

の構築とその改善について説明した．教育現場で
曖昧な（非明示的な）言語的制御規則を用いて学
習者に課程内容を与えているという事実に基づ
いて，ファジィ制御という考え方を「e-Tang」へ
導入した．まず，1次元のファジィ制御器を応用
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し，目標得点と実際得点の差Sを入力とし，実際
の課程難度と初期化した課程難度の差Dを出力と
した．入力と出力の間に，一定のファジィ関係を
設定し推論すると，学習者の得点によって異なる
課程内容を与えることができる．しかし，1次元
のファジィ制御での入力は一つだけで，動態的な
コントロール効果はあまり大きくない．これを改
善するために，2次元のファジィ制御器を応用す
るようにした．入力は二つあり，一つは目標得点
と実際得点の差Sであり，もう一つはこの差の変
化ESである．出力は課程難度の変化△Dとする．
2次元のファジィ制御器では，学習者の得点を考
えるだけではなく，得点の変化も考えることにし
た．このようにすれば，課程アレンジに関する制
御の精度が高まる．ファジィ制御を応用すること
によって，このシステムでは個々人に応じた学習
過程を実現し，学習システムの指導能力も向上す
るようになると考えられる．

第9章　結論

　本論文は理論と実践の2つの面から，序章で言
及した「なぜ唐詩を教えるか」，「なぜWebで唐詩
を教えるか」，「何を教えるか」，「誰に教えるか」，
「どのように教えるか」，「どのような効果がある
か」，「どのような特徴があるか」，という7つの問
題に対する解決策を示した．これまでの唐詩学習
に関する研究・実践と比べ，本研究の革新点は，
（1）「定量的分析」による統計と評価方法を採用し，
唐詩の句式とリズムに対して考察と分析を行っ
た．（2）日本人学習者を対象としてWebに基づく
唐詩学習システム「e-Tang」を開発した．（3）ファ
ジィ制御アルゴリズムを採用し，学習者の得点に
よって知識レベルを判断し，さらに適当な難度の
課程内容を異なる学習者に提示する―ことに集約
される．
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